
月刊学校教育相談　2014年６月号　80

本誌の2014年 4月号からの1年間の誌代は12,082円（税
込　増刊号2冊を含みます）。振替口座00140-4-768848

●「実は教室の中でコミュニケーションを頻繁に
とっている相手はごく少数なのです」という指
摘が特集１に出てきます。同じ教室に毎日いて
も、休み時間には気の合う仲間で固まっている
状態です。「だれとでもそこそこ
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うまくやれる」
力をつけるためにも、席替え・班替えを活用し
たいものです。また、席替え・班替えについて
どう考えるか、それぞれの執筆者によってお考
えに違いがあるのも興味深かったです。
●特集２では「相談とは、相談者の主体的な選
択が基盤にある行為」という言葉が出てきます。
子どもが自発的に相談に来る場合はもちろん、
定期面談でも呼び出し相談でも、相談するかど
うかは子どもたちの主体的な選択にかかってい
るというわけです。子どもたちと日頃から関係
をつくっていくことの大切さと、毎日、学校に
いる相談教師の強みを強く感じました。 

学級のみんなが心地よく過ごすことを妨
げている問題を、ポジティブに解決する
ための話し合いの方法や、コミュニケー
ションのトレーニング法を学びます。

協同学習の基礎的な情報提供をはじめ、
教育相談と協同学習とが関連した実践を
紹介します。教育相談と協同学習は「相
性がいい」のではないでしょうか。

2014年　平成26年　６月号

定価 800円（本体 741円）
2014年６月１日発行


